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自尊感情を高める教師の指導について（ ）
―恩恵享受的自己感と学校適応の観点から―

○高山瑞己（岡山大学） 延原拓見＃（倉敷市立倉敷南小学校）
青木多寿子（岡山大学）
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目 的

学校への適応を促し，クラスとの一体感を通し

て自尊感情や自己肯定感を高めることに関係する

概念として恩恵享受的自己感が挙げられる 中間

。これは自己や周りの環境や関係性に対する

肯定的な感情から付随的に経験されるであろう自

己への肯定的な感情であり，自尊感情と類似の概

念であることが示されている。恩恵享受的自己感

は学級適応を促すことが期待できるが，両者の関

係は明らかになっていない。他方で自尊感情と学

校適応感には中程度の相関があることが示されて

いる 松田・島崎， 。そこで本研究では自尊

感情と恩恵享受的自己感，学校適応感の関係を明

らかにし，自尊感情を高める教師の指導方法につ

いて考察する。

方 法

調査時期と調査対象と調査内容 発表 自尊感

情を高める教師の指導について の調査内容の

他に加えた次の 種類の尺度について， 件法で

回答を求めた。恩恵享受的自己感尺度 中間，

全 項目，学校適応感を測定する尺度として，生

活充実感尺度 高橋・青木， 全 項目。

結 果

因子分析と尺度間相関 各尺度について， 因子

固定，最尤法で因子分析を行った｡因子確定後のα

係数は，自尊感情α 恩恵享受的自己感α

，学校適応感α であり十分な信頼性が

示された。尺度間の相関係数を に示す。

恩恵享受的自己感 学校適応感と自尊感情の領域

との関連 まず，恩恵享受的自己感を従属変数，

自尊感情の つの領域を説明変数とした重回帰分

析を行った。その結果，学業，社交性，家族領域

と恩恵享受的自己感との関連が示された

。つまり，恩恵享受的自己感は，学業の他に，

自分の周囲への他者に関わる領域との関連が強い

ことが示された。

次に学校適応感を従属変数，自尊感情の 領域

を説明変数とした重回帰分析を行った。その結果
尺度間相関

学業，社交性，家族領域が学校適応と関連してい

た 。この結果は，恩恵享受的自己感の結

果とほぼ同じと言える。つまり，学業の他に，周

囲との関係がよいこと，他者との健全で良好な関

係が学級適応を高めていることがわかる。

恩恵享受的自己感と領域特定的な自尊感情

学校適応感と領域特定的な自尊感情

考 察

自尊感情と恩恵享受的自己感，学校適応感には

有意な相関があったことから，これらは双方向的

に強く関係しているといえる。特に恩恵享受的自

己感と学校適応感との間の強い相関，

の結果の類似性から，周囲の人や環境への満足度

が高い児童は，学校適応感も高いといえるだろう。

他方，発表 で示した自尊感情と領域の関係の結

果は，学級適応の結果と必ずしも一致していない。

以上より，自尊感情を高める教師の働きかけに

ついて つの方法が考えられる。まず学業の指導

が基本であること，次に，運動など良さを認める

指導，そして，周囲の人間関係づくりを工夫し，

学級適応を高めて自尊感情を高める方法である。
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「いのちと死の授業」による生きる意欲や死生観の変化
― 視聴の前後で比較して―

伊藤美奈子（奈良女子大学）

キーワード：生きる意欲，抑うつ感，死生観

問題と目的 
中学・高校教師の 5 人に 1 人は生徒の自殺に，

3 人に 1 人は自殺未遂に遭遇したことがあるとい

う（上地，2003）。他方，核家族化の進展に伴っ

て，子どもたちが家族の死に直面することが少な

くなり，子どもたちにとって死のもつ意味を考え

る機会が減少している。こうした現状に対する課

題として掲げられたのが＜生と死を考える教育の

推進＞である（兵庫・生と死を考える会，2007）。 
他方，教育現場では，さまざまな生や死を題材

にした授業実践が行われている。しかし“体系的な

取り組みが行われている学校はごく限られてい

る”（古田，2002）という。 
そこで，本研究では，いのちと死を伝えるため

に開発された DVD「いのちと死の授業－難病と

闘って気づいたこと：白血病を克服した患者の体

験を伝える授業の取り組み」（伊藤・相馬，2017）
を取り上げ，その視聴前後に行った調査結果をも

とに，子どもたちの死生観の変化や授業としての

効果について検証することを主たる目的とする。 
方 法 

調査時期：2017 年 9～10 月。 
調査方法：A 女子高校生 345 名と B 専門学校生徒

313 名（計 658 名）に依頼した。調査（視聴前後）

と DVD の内容について各学校で検討を重ねた結

果，承諾を得た。自分や家族に重病を抱える者，

身近な人の死を経験した者，過酷ないじめや辛い

状況にある者等は事前に把握し，参加の可否を十

分に検討した（その結果，1 名は不参加）。調査の

前には，「調査結果は成績には関係がない」「調査

の途中で中断することは可能」等伝えた。さらに，

調査後に何らかのショックや心身の変化がないか

十分に観察するように配慮と支援を求めた。 
調査内容：①「生きる意欲」「抑うつ感」各 5 項

目（伊藤・相馬，2019）。4 件法で実施した。②

死生観をいのちと死のイメージから測定するため，

形容詞 9 対ずつの SD 尺度（6 件法）を作成した。 

いのちと死のイメージは＜プラス＞＜マイナス＞

＜遠い＞の 3 因子得点として分析を行う。 
以上の調査を，DVD の視聴前後に実施した。 

結果と考察 
「生きる意欲」「抑うつ感」といのち・死のイメ

ージ 3 得点の相関を求めた（Table 1）。相関係数

の絶対値が.200 以上の下線箇所に注目した結果，

いのちを楽しく美しいと肯定的に捉えるほど，生

きる意欲は高く抑うつ感は低くなる。いのちに対

しては，怖く辛いイメージを抱くほど抑うつ感が

高かった。一方，死については怖く辛いと感じて

いるほど生きる意欲が高い。これより，生きる意

欲や抑うつ感といのちに対するプラスイメージと

は関連することが示唆された。他方，前向きに生

きようとする生徒ほど，死を美化したり，逆に怖

くないと否定するのではなく，誰にでも訪れる死

に対して畏怖の気持ちを持つことが示唆された。 
次に，視聴前後の結果を比較した（Table 2：有

意差のあるもののみ）。「生きる意欲」「抑うつ感」

については，視聴前に比べて視聴後は，｢生きる意

欲｣が上昇し，｢抑うつ感｣が低下した。死のイメー

ジに大きな変化はないが，いのちはよりプラスな

イメージに変容しいのちも死も身近なものへと受

け取りが変わった。以上より，「いのちと死の授業」

DVD を視聴することによる授業の効果が示唆さ

れ，“人生には限りがあるからこそ，生きている今

を輝かせて大切にしよう”というメッセージを伝

えるという授業の目的は，ある程度確認された。 
 
Table 2 「生きる意欲」「抑うつ感」の前後の差 

 事 前 事 後 ｔ 値 
生きる意欲 3.62( .49) 3.75( .43) 9.90*** 
抑うつ感 2.11( .69) 2.06( .66) 3.09** 

いのちプラス 
いのちマイナス 

いのち遠い 

4.11( .93) 
3.66(1.22) 
3.08(1.42) 

4.66( .98) 
3.28(1.23) 
2.84(1.37) 

6.42*** 
7.27*** 
4.10*** 

死 遠い 3.19(1.71) 2.76(1.60) 7.24*** 
***p<.001  **p<.01

 
Table 1 いのちと死のイメージ 3 得点と「生きる意欲」「抑うつ感」との相関 

上段：事前 
下段：事後 

いのち 
プラス 

いのち 
マイナス 

いのち 
遠い 

 死 
プラス 

死 
マイナス 

  死 
遠 い 

生きる意欲    .419** -.105**   .045  -.174**   .317**   .090* 
抑うつ感 -.326**  .226**  -.024     .014  -.136**  -.138** 

生きる意欲    .343** -.086*  -.008    -.191**   .248**   .010 **p<.01  
抑うつ感   -.245**  .202**   .046     .106*   -.104*  -.004  *p<.05 


